
事例２
トラックがコンビニ駐車場内で後退したところ、フェンスに
衝突。運転者は遠隔地での休息時に寝酒のため飲酒したが、
眠れなかったため休息せず、電話点呼を行わずに運行を開始。
▶遠隔地での電話点呼について、実施のタイミングは運転者
任せであり、適切に実施できていなかった。
▶直近の健康診断では肝臓に異常があるとの所見が記録され
ていたが、活用していなかった。

STOP 飲酒運転
～ 飲酒運転は 犯罪 です ～

事例１
トラックが赤信号で停車していた大型トラックに追突。
運転者は荷物を積み込んだ後、会社へ戻る途中に自宅へ立ち
寄り、食事休憩を行い飲酒。
▶自宅に戻り食事休憩することを会社が認めていた。
▶運転者が酒好きであることを会社が把握していなかった。
▶直近の健康診断では肝臓に異常があるとの所見が記録され
ていたが、活用していなかった。

国土交通省 中部運輸局 自動車監査官

飲酒運転による事故は、毎年発生しています。
点呼の確実な実施、健康診断結果（肝機能）の把握など、
適切な管理がなされているか今一度確認をお願いします！

中部運輸局管内で最近発生した飲酒運転事故

事例３
トレーラが運行中に対向車線へはみ出し、対向の乗用車と正
面衝突し、乗用車の２名が負傷。事故後、酒気帯び判明。
▶点呼を日頃より適切に実施していなかった。
▶直近の健康診断では肝臓に異常があるとの所見が記録され
ていたが、活用していなかった。
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事業者独自の優良取組事例（国土交通省調査）

●確実な点呼を実施してください。
多くの事例は『荷卸し荷積み後などの休息や休憩時』に
起きています。深夜帯の仮眠後、出発前のタイミングで
の電話点呼において飲酒の有無の確認を徹底してくださ
い。

●健康診断結果（肝機能）を適切に把握してください。
肝臓に異常がある場合、運転者は多量飲酒の傾向の可能
性があります。節度ある適度な飲酒を心がけることや、
アルコール依存症の危険性について認識させましょう。

●運転者教育やコミュニケーションを充実させましょう。
職場内に飲酒運転防止の意識を浸透させるため、教育の
充実や従業員相互に注意し合える環境づくりを心がけま
しょう。

飲酒運転の防止のために


